DEMON 


スピーカーシステムパック 

SYS-56HT 

取扱説明書 


•お買い上げいただき、ありがとうございまず。 

• ご使用の前じこの取扱説明書をよ<お読みのうえ、正し<ご使用<ださい。 

• お読みになった後は、いつでも見6れるところに「保証書」•「製品のご相談と修理- 
サービス窓□のご案内」と共に大切に保管してください。 

• この製品は持ち込み修理対を製品でず。 

化張修理をごま望される場合は，別途出張料をご請求させていただ<ことになりまずので、 
あらかじめご了承願いまず。詳しくは，「保証と修理じついて」（屈=9ページ）をご覧くだ 
さい。 

V_ J 




ごほ用になる前に 


をを上のごま意 


正しくち全にお使いいただくため、ご使 
用の前に必ずよ < お読み < ださい。 

この巧あ説明書および製品への表示で 
は、製品を安全に正しくお使いいただき、 
あなたや他の人々への危害や財産への損 
害を未然に防止ずるために、いろいろな 
絵表示をしています。その絵表示と意巧 
は次のようになっています。 

内容をよく理解してから本文をお読みく 
ださい。 


絵表示の例 

図の中やお傍に具体的な禁止内容が 
描かれていまず。 


A 


感電ま意 


A 記号はま意（危驗-警告を含む）を 
促す内容があることを告げるものでず。 




分解禁止 


0記号は禁止の行為であることを 
告げるちのです。 


を 


電源プラグを 
コンセントか6抜け 


I 記号は行為を強制したり指示する内容を 
告げるちのです。 


A 警告 


この表示をお視して、誤った取り扱いをずると、 

人が死 t または重傷を負う危険が差し迫って生じることが想走される内容を示していまず。 




万一異常が発ちした6、 

電源プラグをすぐに抜く 

•煙や異臭、異音が化たとき 
電源プラグを■落としたり、破損したとき 

•機器内部に水や金属類、燃えやずいも 
のなどが入ったとき 

そのまま使用ずると、义災•感電の原因となりま 
す。すぐに本体と接続している機器の電源を切り、 
必ず電源プラグをコンセントか6抜いて、安全を 
確認してか6販売店にご速絡ください。 

お客様による修理などは危険ですので鮑対におや 
めください。 


〇 ご使用は正しい電源電圧で 

表示された電源電圧 W 外で使巧しないで 
ください。 

かず実施义災•感電の原因となります。 


〇 

必ず実施 


電源コードは大切に 

電源コードを傷つけたり、破損したり、 
力□エしたりしないでください。また、重 
いものをのせたり、加熱したり、引っ張っ 
たりずると電源コードが破損し、义が- 
感電の原因となります。 

電源コードが傷んだら、すぐに販売店に 
交換をご依頼ください。 


〇 

必ず実施 


電源プラグの巧および巧の付お 
にほこりや金属物が付着してい 
るとさは 

電源プラグをコンセントから抜いて、乾 
いた布で取り除いてください。そのまま 
使用すると义災-感電の原因となりまず。 




禁止 


巧部に水などの液体や異物を 
入れない 

機器内部に水などの液体や金属類、燃え 
やずいものなどを差し込んピリ、落とし 
込んピリしないでください。 

义楽•感電の原因となりまず。 

特におす様のいるご家庭ではごを意くた‘ 
さい。 


水をかけたり、 

濡6したりしない 

雨天-降雪中-海岸-水辺での使用は特 

水めれ，—一、、と. w -,、 

な I と （しし;ま届、く / L し' ' 〇 

义楽•感電の原因となりまず。 



分解禁止 


ねじをかしたり、 

巧解や改造したりしない 

内部には電圧の高い部分がありまずので、 
义が•感電の原因となりまず。 

内部の点お-調整-修理は販売店にご依 
頼ください。 




雷が鳴り出した6 

機器や電源プラグには触れないで<だ 
さい。 

感電の原因となります。 


(§) 

水場での 
使用禁止 


風呂-シャヮー室では 
使用しない 

义炎-感電の原因となります。 



この機器の上に巧瓶-植木鉢- 
コップ-化粧品-薬品や水など 
水姑れ が入った容器、および小さな金 
属物を置かない 

(\ ) こぼれたり、中に入った場合、义榮•感 
電の原因となります。 

禁止 
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A を意 


この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、 

人が傷害を負う可能性が想走される内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示していまず。 


〇 

おず実施 

Q 


電源コードは確実に接続し、 
束ねたまま使用しない 

電源コードを根元まで差し込んでもゆる 
みがあるコンセントには接続しないでく 
ださい。その場含、販売店や電気工事 
店にコンセントの交換を依頼してくださ 
い。 

禁止また、電源コードは束ねたまま使巧しな 
いでください。発熱し、义災の原因とな 
ることがありまず。 


0 電源コードを 

熱器具にお付けない 

コードの被ふくが溶けて、义烫-感電の 
禁止原因となることがあります。 


S 電源プラグを抜くときは 

電源コードを引っ張 6 ずに必ずプラグを 
持って抜いてください。コードげ傷つき、 
义楽‘感電の原因となることがあります。 


姑れ手禁止 


濡れた手で電源プラグを 

抜き差ししない 

感電の原因となることがあります。 


〇 

おず実施 


機器の接続は説明書を 
よ<読んでから接続する 

電源を切り、を々の機器の取撒説明書に 
がって接続してください。 

また、接続には指定のコードを使巧してください。 
指定外のコードを使巧したり、コードを延長し 
たりすると発熱し、やけどの原因となることがあ 
りまず。 


〇 

必ず実施 


電源を入れる前には 

音量を最小にする 

实然大きな音が化て、聴力障害などの原 
因となることがあります。 


0 


禁止 


長時間音が歪んだが態で 
使用しない 

スピーカーが発熱し、义災の原因となる 
ことがありまず。 


Q 

禁止 


不安定な場所に置かない 

ぐ 6 ついた台の上や傾いたところなど不 
安定な場所に置かないでください。落ち 
たり倒れたりして、けがの原因となるこ 
とがあります。 


次のような場巧には置かない 

( X 1义災•感電の原因となることがあります。 
V-y • 調理台や力日湿器のそばなど油煙や湯気 
禁止 が当たるようなところ 

• 湿気やほこりの多いところ 
• 直射日光の当たるところや嗎房器具の 
おくなど高温じなるところ 


〇 

必ず実施 


壁や他の機器か6 
少し離して設置する 

放熱をよくするためじ、化の機器との間 
は少し離して置いてください。ラックな 
どじ入れるときは、機器の天面や背面か 
らかし隙間をあけてください。内部に熱 
がこもり、义災の原因となることがあり 
ます。 


Q 通風孔をふさがない 

内部の温度上昇を防ぐため、通風孔が 
開けてありまず。次のような使いかた 
はしないでください。内部に熱がこも 
り、化災の原因となることがありまず。 
• おお向けにずる 

• 押し入れ-専用のラック似外の本箱など風通し 
の悪い薇い場所に押し込む 
•テープルク□スをかけたり、じゆうたん•布団 
の上に置いて使巧ずる 


Q この機器に乗ったり、 

ぶ6下がったりしない 

特に幼いお子様のいるご家庭では、ごま 
意ください。倒れたり、壊れたりして、 
けがの原因となることがあります。 


重いものをのせない 

( X 1機器の上に重いものや外枠か 6 はみ化る 
ような大きなものを置かないでくださ 
禁止し、パランスがくずれて倒れたり、落下 
して、けがの原因となることがあります。 


移動させるときは 

まず電源を切り、必ず電源プラグをコン 
セントから抜き、外部の接続コードを外 
電源プラグをしてからおこなつてください。コードが 
コン、セント傷つき、义楽-感電の原因となることが 
あ U まず。 


€ 


から抜け 


長期間の外出•旅行のとき、 
またはお手入れのときは 

安全のためおず電源プラグをコンセント 
電源プラグをか 6 抜いてください。义炎-感電の原因 


运 


コンセント 
から巧け 


となることがあります。 


A 日年に一度は内部の掃除を 

販売店などじご相談ください。内部じほ 
こりがたまったまま、長い間掃除をしな 
ミま意 いと义災啼故障の原因となることがあり 
ます。 

特に、湿気の多くなる梅雨期の前におこなうと、 
より効果的でず。なお、内部の掃除費用じついて 
は販売店などにご相談ください。 
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ユニツト構成 


取り巧い上のご注意 


ご巧用になる前に 


ま全上のご注意 . 

B か . 

ユニット構成 . 

付属品じついて . 

取り扱い上のごミち意 . 

設置の際のごを意 . 

設置のしかた . 

移動させるときのごま意- 

お手入れのしかた . 

その他のごま意 . 

各部の名前とはたらき…… 
リアパネル ( DSW -56) - 


接続のしかた 


スピーカーの 接続 （SC-A56、SC-C56) 

サブウーハーの接続 （DSW-56). 

電源コードの接続 . 


操作のしかた 


サブウーハーの操作のしかた' 


とおつたら I 


保証と修理にご t 、 て 


ちな仕な 


f ^ 

ステレオ音のエチケット 

隣近所への配慮〔おもいやり）を十分に 
いたしましよう。 

特に静かな巧園は、かさな音でわ通りや 
ずいわのでず。夜圍の音楽鑑賞には、特 
に気を西りましょう。 


八了 I /々 日リ- 

固 

I 音のエチケットつ 


サテライトス ピーカー 

SC-A56. 4 


サブウーノ\- 
DSW-56 … 


センタースピーカー 

SC-C56. 1 



国 


付属品について 


ご使用の前にご確認ください。 


①取扱説明書（本書） . 

® 製品のごち談と修理.サービス窓□のごま巧 . 

③保証書（捆包箱にお付） . 

巧)スピーカーケーブル A 〔長さ：觀3 m ). 

感スピーカーケーブル B (長さ：約10 m )....... 

©オーディオケーブル 

(長さ：觀3 m 、 ピンプラグコード） . 

③すべり止め （1 シート4枚） . 


.1 

.1 

.1 

.3 

.2 

.1 

.5 



③ 


設置の際のご注意 


本書に使用しているイラストは取りあい方まを説明するためのちの 
で，実物と異なる場合があります。 


スピーカーの音質は、部屋の大きさ-お態（洋室、和室）- 

設置のしかたなどの影響を受けやずいため、設置じついては 

次のことにごま意ください。 

•本機を直接床に設置ずると低音が不自然に強調される場合 
がありまず。そのときは、コンクリートブ□ックなど固い 
台の上に設置してください。 

•本機をレコードプレーヤーと同じ台や棚の上に設置ずる 
と、八ウリングを起こずことがありまずので、ごを意くだ 
さい。 

• 本機の近< じ磁石わし< は磁石を備えた家具や器具などが 
置かれている場合、本機との柜互作用じより、テレビに色 
むらを発生させる場合がありまずのでご注意ください。 




•天井や壁への取り付けは安全性確保のため、専門施工業者へ依 
頼してください。 

•スピーカーケーブルを足や手に引っ掛けて本機を落下させるこ 
とのないようじ、ケーブルは必ず壁などじ固走:してくださし、。 

•取り付け後は、おず安全性を確認してください。 

また、その後定期的に落下の可能性がないか安全点横を実施し 
てください。取り付け場所、取り付け方法の不備によるいかな 
る損害、事故じついて当社はいっさいその責を負いません。 

•放熱のため、本磯の天面、後面および両側面と壁や他の 
AV 機器などとは十分に離して設置してください。 



壁 
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設置のしかた 


付属のずベリ止めを底面の4力所に貼ってください。 


に C-A56】 


に C-C56】 




すべり止め 


すペリ止め 



壁掛け巧 
フック 


ス ヒー カーブ フ ケット 

ASG -20、 ASG -10 
取りかけねじ穴 

に C-C56】 



移動をせるとをのごま意 


□壁掛けまたは天井吊りブラケット （ ASG -20、 
ASG -10、 別売日）に取日付ける場合 

に C-A5 引 

背面じある壁掛け用フックを利用し 
て.壁に掛けて使用できます。その 
場合，壁掛け庙フックの巧にねじ頭 
などを差し込みます。ねじは，スピー 
カーの質量に耐え6れるしっかりし 
た壁に取り付けて<ださい。 

天井吊リブラケットへの取り付けは， 
ねじ径が5 m m のねじを使用して， 
スピーカー背面の取り付けねじ巧に 
ゆるみがな < なるまで完をじ締め付 
けてください。詳し<は，天井吊り 
ブラケットの取扱説巧書をご覧<だ 
さい。 


背面じある壁掛け用フック 
を利用して、壁に掛けて使 
用できまず。その場合，壁 
掛け用フックの巧にねじ頭 
などを差し込みます。ねじ 
は.スピーカーの 質量に 耐 
え6れるしっかりした壁に 
取リイ寸けて < ださい。 


• 衝擊を与えないでください。 

•サブウー八一を移動させるときは、かず電源プラグをコン 
セントから抜いて、他の機器との接続ケーブルを外したこ 
とをお認してからおこなってください。 


お手入れのしかた 


I キャビネ、ソトや操作パネル部分の巧れを拭き取るときは、 
柔らかい布を使用して軽<拭き取って<ださい。 

I 化学ぞうきんをご使用の際は、そのを意書に従って<ださ 
い。 

I ベンジン、シンナーなどの有機溶剤および殺虫剤などが本 
機に付着ずると、変質したり変色ずることがありまずので 
使用しないで < ださい。 


その他のごを意 


I アンプの音量を極端に大きくして歪んだ音のまま再生ずる 
ことは、アンプ やスピーカーにダメージを ちえる場合があ 
りまず。適正な音量でお楽しみください。 

I 本機を移動させる場合、サランネット越しにスピーカー部 
表面に強い力を加えると、スピーカーを破損させてしまう 
ことがありまずので、ごま意ください。 
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各部のを前とはた 6 去 


リアパネル （ DSW - 己巨) 



肅說9广9巧 
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〇電源スイッチ ( POWER ) 

• "ON" じすると、数秒闇のミューティング後に電源が入ります。 

• "OFF" じすると、電源が切れます。 

0動作表示 

本機の動作が態を表示します。 

• 緑色の点な：電源オン 
• 赤色の点財：電源スタンバイが態 
•消财： 電源オフ 

©音量調節つまみ （ LEVEL ) 

サブウー八一の音量を調節しまず。 

〇オートスタンバイモードスイッチ 

(AUTO STANDBY ) 

ON: 本機に入力される信号がない状態が5〜11分闇続くと、自動的にスタンバイ状態になります。 

また、スタンバイ状態のときに信号が入力されると電源が入りまず。 

OFF :オートスタンバイ機能は働きません。 

©ライン入力端子 （LINE IN ) 

アンプのサブウー八一専用出力端す （SU 目 WOOFER OUT など）と接続します。 

©電源コード 










































接続のしかた 


接続の際は、アンプの取扱説明書をよ<お読みの上、正し< 
ご使用 < ださい。 


スピーカーの 接続 
(SC-A56 、 SC-C56) 


•スピーカー背面の入力端子とアンプのスピーカー化力端す 
を付属のスピーカーケーブルで接続しまず。 

•それぞれのスピーカーの背面ラベルじは、" FR " " FL " " SR " 
" SL " の表示がありまず。それぞれのスピーカーを次のア 
ンプの端すじ接続してください。また、それぞれのスピー 
カーには極性（+、一）がありまずので、極性を正しく接 
続してください。 

■ " FR " :アンプのフ□ントちスピーカー端子へ 

■ " FL " :アンプのフ□ント左スピーカー端すへ 

.で"： アンプのセンタースピーカー端すへ 

• " SR " :アンプのサラウンドちスピーカー端すへ 

■ " SL " :アンプのサラウンド左スピーカー端子へ 
•アンプにはいろいろなスピーカー化力端子がありまず。 

お使いになるアンプの取扱説明書をお認して < ださい。 


• スピーカーをアンプに接続ずる場合は，'必ずアンプの電源を切っ 
てか6おこなって<ださい。 

• 極性を間違えると、位柜が変わったり低音域のない不自がな再生 
音になってしまいまず。正し<接続してください。 


一側端す：黒 
(な線銀色 



+側端子：ホ 
(な績銅色） 


レパー 


1 


スピーカーケーフル巧端の 
被覆をはずし、ケーブルの線 
芯を指でしっかりよじる。 



ヴブウー八一の接続 
(DSW-56) 


>すべての接続が終わるまで、電源プラグをコンセントじ差し込まな 
いでください 

>接続ずる機器の取撒説明書ち必ずお読みください。 

>接続ケープルは、電源コードやスピーカーケープルと一縄に束ねな 
いでください。八ムや雑音の原因となることがあります。 


アンプの接続 


付属のオーディオケーブルで、本機の LINE IN 端子と接続し 
まず。 


3レバーを離す。 

因 

接続が終わった6,スピーカーケーブルを軽く引っ張り，巧実に接 
続されていることを巧認して<ピさい。 


スピーカーケープルのな線どうしを接触させないでください。 
アンプの回路がシヨートし，故障の原因となります。 



サブウー八ーチャンネル li (かのプリアウト端子には接続しないでく 
ださい。十分な化音が得6れません。 


a 窗巧口々か到 n 


茄說9广9な 


媪巧©广分ィな 






W 々な肅 
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—ドの接続 


ずべての接続が終わってから、電源コードを電源コンセント 
( AC 100 V 、50/60 HZ ) じ接続してください。 


心 J m 喔） 

MIN MAX 口 FF 叫 

LEVEL A 肌 ISTMJ 扣 , LINE IN 

o m 


電源コード 



家庭巧の 

電源コンセントへ 
(AC100V. 50/60H 之） 


電源プラグは確実に差し込んで<ださい。不完全な接続は、雑音発 
生の原因となります。 


::癌巧 n がか liln 


游說9厂み巧猫な9厂9巧 


揖漏み々？^卸。巧ぶ 


巧11が窥瞄口。こ -C 


W なな肅 
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操作のしかた 


サブウー八一の操作のしかた 


電源スイッチを "ON" じする。 


2 


アンプの音量を調節する。 

本機の音量は、アンプの音量に連動しまず。 


因 

本機の電源コードを AV アンプの電源速動式 AC アウトレットじ接 
続すると、本機は AV アンプの電源に連動してオン/オフします。 
この攝合、本機の電源スイッチは "ON" じしておいてください。 






























故障かな？と思った 5 


故障？と思っても、もろ一度確かめてみましょろ。 
□ さ接続は正しいですか 
□ 取扱説明書じ従って正しく操作していますか 
□ アンプやプレーヤーは正しく動作していますか 


本機が正常に動作しないときは、次の表に従ってチェックしてみてください。なお、この表 
のを項じち該当しない場合は本機の巧障とわ考えられまずので、お買い上げの販売店じご柜 
談ください。 

もし、販売店でおわかりじならない場合は、当社のお客様相談センクーまたはお近 < の修理 
相談窓□にご連絡ください。 


症げ 

原因 

対策 

関連ページ 

電源スイッチを入れてわ、表示 

•電源プラグの差し込みが 

•電源プラグの差し込みを 

8 

が点なせず、音わ化ない。 

不完全である。 

点核してください。 


表示は点なずるび，音げ化ない。 

•コードの接続が不完全で 
ある。 

•しっかり接続してくださ 
い。 
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•音量調節つまみを絞って 
いる。 

•適当な位置まで◎してく 
ださい。 

目、8 


•過大入力皆温度上昇など 
じより保護回路が動作し 
ている。 

•一旦電源スイッチを 
" OFF " にして、 T 分 
W 上放置してか6再度 
"ON" にしてください。 
それでち復帰しない場合 
は、お買い上げの服売店 
じご相談ください。 

6 

音が歪む。 

•音量が大きずぎる。 

•音量を下げてください。 

目、8 


•本機を接続したアンプ側 
で音が歪んでいる。 

.アンプ側で低音を増強し 
ないでください。 

8 

発振ずる。 

(大きな音が連続的に化る。） 

•本機の音量が大きすぎる。 

•音量を下げてください。 

目、8 

音量がアンプの音量調節に速動 

•アンプのサブウー八一用 

■アンプのサブウー八一用 

7 

しない。 

W 外の接続端子（化カレ 
ベルが一走:）じ接続して 
し、 る。 

端子に接続して<ださ 
い。 



保証と修理について 


偏正書 


この製品には保証書が添付されておりまず。 
保証書は、必ず「販売店を-購入日」などの 
記入をおかめて販売店から受け取っていただ 
き、内容をよくお読みの上、大切に保管して 
ください。 


保証期間はご購入曰か51年間です。 


□ 保証期間中の修理 

保証書の記載内容に基づいて修理させていた 

だきまず。詳しくは保証書をご覧ください。 

保証書が添付されない場合は，有料修理じなりま 

すので，ごを意ください。 

□ 保証期間経過後の修理 

修理によって機能が維持できる場合は、お客 

様のご要望じより、有料修理致しまず。 

有料修理の料金じついては『製品のご相談と 

修理.サービス窓□のご案内』に記載の、お 

近くの修理柜談窓□へお問し冶わせください。 

修理を依巧をれるとを 

□ 修理を依頼される前に 

* 取扱説明書の「巧障かな？とおったら」の 
項目をご確認ください。 

* 正しい操作をしていただけずに修理を依頼 
される場合がありまずので、この取扱説巧 
書をお読みいただき、お調べください。 

□修理を依頼されるとき 

* 添付の『製品のご柜談と修理-サービス窓 
□のご案内』に記載の、おお<の修理ち談 
窓□へご柜談ください。 

* 修理を依頼されるときのために、捆包材は 
保存しておくことをおずずめしまず。 


依巧の隐に連結していただをたい 
内容 


•お名前、ご住所、お電話番号 
* 製品を……'取扱説明書の表紙に表示してい 
まず。 

* 製造を号…保証書または製品背面（または 
底面や側面）に表示していまず。 
•できるだけ詳しい巧障または異常の内容 

補修部品の巧ち期間 


本機の補修用性能部品の保有期圍は、製造巧 

ち切り後8年でず。 

お客様の個人情き目の巧護について 

• お客様にご記入 いただし、 た保証書の控えは、 
保証期圍巧のサービス活動およびその後の 
安全点検活動のために記載内容を利用させ 
ていただく場合がございまずので、あらか 
じめご了承ください。 

•この商品に添がされている保証書によって、 
保証書を発行している者（保証責任者）お 
よびそれ！; a 外の事業者に対ずるお客様のま 
律上の権利を制限ずるものではありません。 
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をな仕様 


□ サテライトスピーカー SC - A 56 


お式： 

再生周波数域： 

入カインピーダンス： 

最大許容入力： 

平均出力音圧レベル： 

スピーカーユニット： 

ホ去： 

質量： 

□ センタースピーカー SC - C 56 

お式： 


再生周波数域： 

入カインピーダンス： 

最大許容入力： 

平均出力音圧レベル： 

スピーカーユニット： 

ホ去： 

質量： 

□ サブウーハー DSW -56 

お式： 

再生周波数域： 

最大出力： 

入カインピーダンス： 

電源： 

消費電力： 

待機電力： 

スピーカーユニット： 


フルレンジ • 2 スピーカー 
密閉型、防磁設計 
90 Hz 〜 25 kHz 
6 0 

30 W ( JEITA )、100 W ( PEAK ) 

86 dB (1 W •1 m ) 

フルレンジ记 7 cm コーン形 X 2) 

84 (幅） X 189搞さ） X 110 (奥行き） 
1.2 ks 

フルレンジ • 2 スピーカー 
密閉型、防磁設計 
80 Hz 〜 25 kHz 
6 0 

30 W り曰 TA )、 100 W ( PEAK ) 

86 dB (1 W •1 m ) 

フルレンジ（日. 7 cm コーン形 X 2) 

263 (幅 ）X 84 (高さ） X 110 (奥行き） 
1.4 ks 

アンプ内蔵パスレフ型、防磁設計 
30 Hz 〜200 Hz 
50 W ( PEAK ) 

LINE IN : 22 k 0 
AC 100 V 50/60 H 之 
30 W 

1 W じ(下（スタンバイ時） 

1目 cm コーン形ウー八一り 


mm 


mm 


379 (奥行き ） mm 


寸法： 210 (幅）X 353搞さ） 

質量： 9.2 ks 

《仕様および外観は改良のため、予告なく変更することがあります。 

《」曰 TA :(社）電子情報技術産業協会（略称：」曰 TA ) が制をした規格です。 

《 r 防磁設計』とは、（社）電子情報技術産業協会〔略称」 EITA ) の巧術基準(こ適合したスピーカーシ 
ステムです。 

《本機を使用できるのは日本国内のみで、外国では使巧できません。 


a 癌巧 n がか到 n 


前誰9广9巧 


猫な9广みけ 


揖漏み々？^迎 d 巧ぶ 


巧11が窥瞄口。こ -C 


W かな挪 
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巧ゴ会巧 デ J ツ コ。シユ ー P — 7—ヴテイツジ 


本 社 

干 104-0033 東京都中央区新 j II 1-21-2 

宗場巧タワー 14 F 

お客様相談センター 

tel:045-670-5555 

【電話番号はお間違えのないようじおかけください。】 

受付時間 9 : 30 〜 12 : 00,12 : 45 〜 17 : 30 


(弊社休日および祝日を除く、月〜金曜日） 

故障•修理•サービス部□ちじついてのお問い合わせ先（サービスセンター）じついては、 
次の URL でちご確認できます。 

http :// denon . jp / info / info 02 .html 


後日のためじ記入しておいてください。 


購入店名： 

電話（： - - ) 

^ご購入年月日： 

年月日 






